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Ａ．研究目的 
2020 年度、文科省の「学校基本調査」によると、

高校進学率は、98.8％と発表された。ほとんどの中

学生が高校教育を受けている現在、高校生がん患

者の療育中の教育の中断は、彼らの治療意欲や治

療後の学校生活での集団適応に影響を与えている。

高校生がん患者にとって、小中学教育と同様に、

治療と両立できるための教育システム、教育環境

の一層の充実が必須である。 
思春期世代のがん患者の治療の集約化は困難で、

さまざま施設・診療科に存在することから、本分

担研究では、多様で具体的な好事例を収集し、好

事例集を作成する。各施設での資源を利用した高

校教育支援を実現化するための資料とすることを

目的とする。 
 

Ｂ．研究方法 
１．好事例集作成 

日本小児がん研究グループ（JCCG）参加の 204
施設へ初年度に Web 調査を行った。回答が得ら

れた中で、さらに好事例に関するインタビュー

調査への同意を得られた施設から収集した好事

例を元に、好事例集を作成した。 

インタビューを担当した、研究分担者（森、前

田、小澤）が、高校教育の継続するための課題

解決に有用な事例を抽出し、15 事例を作成した。 
情報を必要としている支援者にとって、行動に

つながる情報が伝わる冊子の構成であること重

視し、デザイン担当者と打ち合わせを定期的に

行った。 

２．行政の好事例 

 本研究における研究分担者による、教育委員会

への現状調査を踏まえ、推奨される行政の体制、

役割モデルを作成し、掲載した。 

 

（倫理面への配慮） 

好事例集において、個人が特定できないよう修

正を加えて作成した。 

 

Ｃ．研究結果 

１．好事例集の工夫 

① 本冊子に凝らした工夫を説明し、活用方法を

明示した。 

② 教育の専門家でなくとも理解できる用語の

統一化を図った。 
③ 利用者に必要な事例を選択して読んでもら
える工夫。 

・各事例に盛り込んだ課題が明確なタイトル 
・高校教育の継続にあたり、困難を感じるキ
ーワードがどの事例に盛り込まれているか、
一目でわかる表を見開きで掲載でした。 
キーワード： 
公立/私立、普通科/他、単位取得、転校の有
無、対面式授業、遠隔授業、特別支援学校実
習・実技科目、高校入試、キャリア教育、心
理支援、医療・教育間連携、退院後配慮、教
育委員会・行政、成人/小児病棟 

④ 表と図の挿入 
 高校教育継続に有用であった制度、キーパ
ーソン、誰が最初に動くか、が一目でわかるよ
うに、表・図を見開きで掲載した。 
⑤ 高校生の療養生活がイメージできること、か
つ個人が特定できない配慮の上で、事例を作成
した。 
⑥ 事例のポイント、有用だった情報の解説を載
せる欄外を作成した。 

 

研究要旨：本研究では、高校生がん患者への治療と学業の両立支援が、医療体制・学校体制

を問わずに実現できることを目指して、多様な好事例集の作成を行う。3年目である令和3年
度は、初年度のアンケート協力施設の内、インタビュー協力の意向を示した施設から収集し

た好事例から、好事例集を作成した。 



 

 

2. 行政の好事例 

① 網羅的な把握体制の推奨 

高校教育の継続支援が漏れなく行われるためには、

がんで入院した高校生を網羅して把握する体制が

必要である。そのためには、教育委員会が把握体制

持つことを推奨した。 

 

② コーディネーターの設置 

教育、医療の双方の状況を理解し、連携の窓口とな

るコーディネーターの存在が必要である。 

教育委員会に設置する場合、特別支援学校に設置す

る場合を示した。 

 
 

３．継続的な好事例集の活用 

 冊子は、保管が困難で、今後新たに資料を必要と

する支援者へ永続的に届くよう、AYAがんの医療と

支援のあり方研究会ホームページで、ダウンロード

可能な資料として掲載した。 
https://forms.gle/Pz1KgUgHLR5Hfg1B9  
 

Ｄ．考察 
１．本好事例集の意味 
 義務教育ではないものの、義務教育終了後、98％

が高校進学をする現在、長期療養を理由に中断され

ることがない環境を作ることは、社会の責務である

と考える。 

本研究班作成の好事例集は、単に事例の紹介にと

どまらず、前例がないを理由に実現されにくい療養

中の高校教育の継続を、はじめて開始しようとする

支援者にとって、自身の環境でスタートさせるため

に必要な情報を知り、行動するために有用な資料と

なる工夫を施した。 

本研究班では、医療者（医師、看護、心理士の多

職種）、教育者、そして当時者の声を反映させるこ

https://forms.gle/Pz1KgUgHLR5Hfg1B9
https://forms.gle/Pz1KgUgHLR5Hfg1B9


とを心掛けて作成した。どの立場の支援者であって

も、教育継続のための行動が開始できる冊子にしあ

がったと考える。 

 

２．行政の好事例の掲載  

 教育委員会の協力は、高校教育の継続において必

須である。 

本研究班の研究分担者による、教育委員会の推奨

される役割を15事例の前に掲載することで、行政の

政策として取り組む啓発になることを期待した。 

 

３．高校生活とがん治療の両立のための教育サポー

トブックとの併用 

 本研究班の研究分担者により作成された『教育サ

ポートブック』は、患者・家族へのインタビューを

もとに、教育者を中心に作成された冊子である。 

 療養中の高校生の生活現場の視点から作成した

本好事例集と『教育サポートブック』を併用してい

ただくことでより理解が深まり、教育継続の実現に

役立つと考える。 

 

Ｅ．結論 

 高校教育とがん治療の両立の実現を目的に、はじ

めての高校生への支援者にとって、活用できる、長

期療養中の高校生の希望に応える好事例集を作成

した。 
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